
市報 

平成19年度 予算特集号 
　市民の皆さまには、日ごろ市政全般にわたりご理解とご

協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

　「平成19年度予算特集号」をお届けしますので、ご覧い

ただき、一層のご協力と執行にあたってご提言などをいた

だければ幸いです。 
 

　国では、景気回復にともない国債への依存度が少し改善

しました。しかし、地方では、交付税が4.4％減額になるな

ど、厳しい地方財政の状況は変わりません。また、自治体

間の格差は一段と広がっています。 

　当市においては、これに加え、旧広域連合から引き継いだ債務や、先行投資している下水

道整備事業の借入金の償還などにより、昨年の実質公債費比率が県下ワースト１になるなど、

財政は厳しい状況にあります。 

　このため、平成19年度予算は、財政健全化計画の２年目として人件費や経常的な内部経費

の徹底した削減を行い、反面、市民サービスへの影響は極力少なくなるよう配慮しながら、

次の主要施策を重点に編成しました。 

　財源の関係で、十分な予算付けができなかった部分もありますが、可能な限り市民生活の

向上に向けた配分を行いました。ご理解をいただきますようお願いいたします。 

　先人の築いた伝統と文化を守りながら、『自然・人・産業の和で築く安心のまち』を将来

像として、市民の皆さまが生涯をこの地で安心して過ごすことができるまちづくりを着実に

進めてまいります。 

南魚沼市長 

市民の皆さまへ 

１　子育て支援の拡充 
２　教育環境の整備 
３　市民分権と協働体制の確立 
４　組織機構の改革で「行動する行政」へ 
５　国体競技会開催の準備 
６　財政健全化の推進 
の６項目を掲げて、取り組みます。 

主要施策 
として 
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平成19年度の予算総額は、一般会計・特別会計合わせて 

511億3,450万円!511億3,450万円!
■ 平成19年度　南魚沼市予算規模について 

■長期借入金の状況 

一般会計および特別会計 

増減率 ％ 会　計　名 平成18年度 平成19年度 比較増減 

6.7 

皆減 

14.8 

6.7 

6.0 

△ 3.5 

4.0 

△ 3.2 

6.2

264億3,000万円 

2,244万円 

54億1,264万円 

42億7,375万円 

61億6,745万円 

57億1,550万円 

6,154万円 

6,250万円 

481億4,582万円 

281億9,000万円 

廃止  　※ 

62億1,127万円 

45億5,842万円 

65億3,634万円 

55億1,400万円 

6,397万円 

6,050万円 

511億3,450万円 

17億6,000万円 

△ 2,244万円 

7億9,863万円 

2億8,467万円 

3億6,889万円 

△ 2億 150万円 

243万円 

△ 200万円 

29億8,868万円 

一 般 会 計  

揚水設備維持管理特別会計 

国民健康保険特別会計 

介 護 保 険 特 別 会 計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

下 水 道 特 別 会 計  

観 光 施 設 特 別 会 計  

訪 問 看 護 特 別 会 計  

合　　計 

増減率 ％ 会計名 平成18年度 平成19年度 比較増減 

4.2 

△ 0.7 

40.1 

17.6 

0.6 

0.6 

△ 30.5 

△ 22.9

24億8,939万円 

27億2,301万円 

2億6,550万円 

14億4,495万円 

39億5,144万円 

39億5,144万円 

1億9,841万円 

2億4,919万円 

25億9,319万円 

27億 277万円 

3億7,190万円 

16億9,935万円 

39億7,526万円 

39億7,526万円 

1億3,788万円 

1億9,206万円 

1億 380万円 

△ 2,024万円 

1億 640万円 

2億5,440万円 

2,382万円 

2,382万円 

△ 6,053万円 

△ 5,713万円 

収益的収入 

収益的支出 

資本的収入 

資本的支出 

収益的収入 

収益的支出 

資本的収入 

資本的支出 

公営企業会計 

※揚水設備維持管理特別会計で行っていた事務は平成19年度から一般会計で行います。 

・長期借入金の一部借換 3億4,872万円 
・少雪対策関連融資の預託金 2億円　　　   
・し尿処理施設大規模改修（19、20年度予定） 1億4,350万円 
・農林施設整備事業補助金（きのこハウスほか） 1億7,301万円 
・大崎小体育館建設、城内小耐震工事 4億9,301万円 
・大和ＥＴＣインター進入路整備事業（19、20年度予定） 
 2億4,338万円 
・人件費、事務費の削減 △ 3億1,113万円 
 

 

水道事業 

会　　計 

 

 

病院事業 

会　　計 

会　計　名 

406億3,361万円 

329億3,657万円 

210億4,399万円 

13億3,386万円 

959億4,803万円 

長期借入金　年度末残高見込み 

401億3,769万円 

332億7,468万円 

199億2,006万円 

12億 845万円 

945億4,088万円 

平成17年度 平成18年度 平成19年度 

392億6,430万円 

335億4,409万円 

189億1,538万円 

11億6,226万円 

928億8,603万円 

一 般 会 計  

下水道特別会計 

水道事業会計  

病院事業会計  

合　　計 

◆長期借入金残高の見込み 
　下水道特別会計では、平成
25年度に下水道事業の市内全
域の完了を目指して事業を行
っているため、平成29年度ま
では微増が続きます。それ以
外の会計では、平成19年度以
降の借り入れ残高は着実に減
少する見込みです。 

一般会計予算が 
前年度に比べて 
17億6,000万円 
増加した。主な 
要因は…… 
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■基金の状況 

会　　計 基　金　名 
平成19年度 
5億2,797万円 

952万円 

1億 92万円 

564万円 

－ 

1,145万円 

4億円  

23億8,410万円 

34億3,960万円 

3億6,246万円 

300万円 

7,156万円 

7,456万円 

1億6,250万円 

40億3,912万円 

平成18年度 
年度末残高見込 

12億7,797万円 

952万円 

1億 92万円 

564万円 

廃止 

1,145万円 

4億円  

23億8,410万円 

41億8,960万円 

6億1,146万円 

300万円 

7,156万円 

7,456万円 

1億6,250万円 

50億3,812万円 

平成17年度 
9億5,815万円 

952万円 

1億 92万円 

564万円 

2,708万円 

1,145万円 

4億円  

23億8,410万円 

38億9,686万円 

7億1,046万円 

600万円 

7,156万円 

7,756万円 

1億1,400万円 

47億9,888万円 

財政調整基金 

減債基金 

国際交流及び文化スポーツ基金 

市民の文化・スポーツ棚村基金 ※ 

揚水設備維持管理基金 

医師修学基金 

ふるさと基金 

合併振興基金 

計 

国民健康保険支払準備基金 

介護保険高額介護サービス費等貸付基金 

介護給付費準備基金 

計 

公共下水道建設基金 

基金合計 

 

 

 

 

一 般 会 計  

 

 

 

 

国民健康保険特別会計 

 

介護保険特別会計 

 

下水道特別会計 

 
 ● 長期債借入金・基金の状況の平成18・19年度数値は、平成19年３月定例議会で議決された予算計上額のため、最終値は異なることがあります。 
※市民の文化・スポーツ棚村基金については、１億円を一般会計で繰り換えて運用しています。 

■財政健全化の達成見込の状況 

項　　目 5年間の目標額 
2年間の合計 
8億7,386万円 

2億4,265万円 

3億7,106万円 

1億9,312万円 

6億1,046万円 

1億1,886万円 

24億1,001万円 

平成19年度 
健全化目標達成見込額 

5億4,986万円 

1億6,396万円 

1億3,359万円 

1億1,532万円 

3億2,859万円 

5,780万円 

13億4,912万円 

平成18年度 
3億2,400万円 

7,869万円 

2億3,747万円 

7,780万円 

2億8,187万円 

6,106万円 

10億6,089万円 

24億円削減 

7億円削減 

11億円削減 

16億円削減 

5億円削減 

6億円増収 

69億円 

達成見込率 
　　　　　％ 

36.4 

34.7 

33.7 

12.1 

122.1 

19.8 

34.9

人 件 費 の 抑 制  

内部経費の削減 

投資的経費の抑制 

行政水準の明確化 

繰 出 金 見 直 し  

歳 入 の 確 保  

達成見込額合計 
 ● 達成見込率は、５年間の目標額に対する平成18・19年度の達成見込額を表しています。 

◇財政健全化計画 
　平成16年度からの国の「三位一体改革」等の大幅な制度
改正等が行われたことにより、実質的に財源が大幅に減少
しました。 
　このことは、市の財政運営にとって大きな支障となるこ
とから、平成18年度を初年度とする５年間の財政健全化計
画を策定し、市役所全体で財政健全化に取り組んでいます。 

◇財政健全化計画達成状況と今後の課題 
　人件費の抑制や内部経費の削減については、その効果が着実に続くことから、５年間の目標額は達
成される見込みです。しかし、行政水準の明確化や歳入の確保については、さらに重点的に取り組む
必要があります。 

◇財政関連計画の見直し 
　市では、合併前後の財政状況が激変していること、広域連合を解散して市が承継したことから、平
成19年度に財政健全化計画をはじめとする一連の財政関連計画の見直しを行います。 
 

累計達成見込額 

達成見込率％ 

5か年累積目標69億円 ％ 億円 

34.9％ 
15.4％ 
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取り組む「主な事業」 

保
健
・
医
療
・
福
祉
 

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
：
地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
・
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
 

　
 

　

１
　

健
康
の
増
進
と
予
防
医
療
の
推
進
 

○
基
本
健
診
・
住
民
健
診
事
業
 

（
1
億
6
、5
0
6
万
円
） 

　
　
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
各
種
健

診
を
行
い
ま
す
。
 

○
予
防
対
策
事
業
　
（
8
、5
7
9
万
円
） 

　
　
乳
幼
児
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
農

村
検
診
セ
ン
タ
ー
と
塩
沢
庁
舎
保
健
セ

ン
タ
ー
の
２
か
所
で
実
施
し
ま
す
。
乳

幼
児
の
体
調
が
悪
い
場
合
な
ど
、
会
場

を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
 

○
国
民
健
康
保
険
 

　
　
今
年
度
か
ら
70
歳
未
満
の
方
の
入
院

に
つ
い
て
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を

医
療
機
関
窓
口
に
持
参
す
れ
ば
、
定
め

ら
れ
た
自
己
負
担
分
だ
け
を
払
え
ば
よ

い
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。
認
定
証
の
交

付
は
市
役
所
市
民
課
ま
た
は
、
大
和
、

塩
沢
の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
申
請
で
き

ま
す
。
 

 　２
　

地
域
完
結
型
保
健
医
療
体
制
の
構
築
 

○
医
療
機
器
等
整
備
事
業
 

　
（
病
院
事
業
会
計
）
 

　
　
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
ゆ

き
ぐ
に
大
和
病
院
、
城
内
病
院
に
お
い

て
医
療
機
器
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
 

○
休
日
救
急
診
療
所
費
 

（
3
、7
9
0
万
円
） 

　
　
休
日
救
急
診
療
所
を
運
営
し
、
休
日

に
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
で

も
医
療
機
関
に
受
診
で
き
る
体
制
を
維

持
し
、
医
療
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
 

 　３
　

子
育
て
支
援
の
充
実
 

○
　

拡
大
　「
ほ
の
ぼ
の
広
場
」
の
開
設
 

　
　
六
日
町
地
域
は
週
３
日
を
５
日
に
、

塩
沢
地
域
は
週
２
日
を
３
日
に
、
大
和

地
域
は
週
１
日
を
２
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開

催
日
を
増
や
し
ま
す
。
幼
児
の
遊
び
の

広
場
、
保
護
者
の
情
報
交
換
の
場
、
育

児
情
報
の
発
信
の
場
を
整
備
し
子
育
て

を
支
援
し
ま
す
。
 

○
　

拡
大
　

学
童
保
育
対
策
事
業
 

（
5
、9
1
1
万
円
） 

　
　
今
年
度
設
立
さ
れ
た
中
之
島
ク
ラ
ブ

と
、
市
で
直
営
し
て
い
た
大
空
ク
ラ
ブ

が
協
議
会
に
加
盟
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
学
童
保
育
協
議
会
加
盟
が
10
ク
ラ
ブ

と
な
り
、
市
か
ら
の
補
助
金
や
利
用
者

負
担
で
協
議
会
を
運
営
し
ま
す
。
 

○
　

拡
大
　

乳
幼
児
・
妊
産
婦
医
療
費
助
成

事
業
　
　
　
（
1
億
3
、4
5
6
万
円
） 

　
　
県
と
市
が
半
額
ず
つ
負
担
す
る
県
の

医
療
費
助
成
制
度
を
実
施
し
ま
す
。
市

単
独
で
の
妊
産
婦
・
乳
児
の
医
療
費
無

料
化
に
続
き
、
今
年
度
か
ら
入
院
が
年

齢
４
歳
到
達
ま
で
と
通
院
が
３
歳
到
達

ま
で
医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
所
得
制
限
の
撤
廃
を
行
い
ま
す
。
 

○
　

拡
大
　

一
時
保
育
の
実
施
 

　
　
新
た
に
上
町
保
育
園
で
一
時
保
育
を

開
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
市
内
４
か

所
で
の
開
設
に
な
り
ま
す
。
 

○
　

拡
大
　

児
童
手
当
支
給
事
業
 

（
5
億
4
3
2
万
円
） 

　
　
３
歳
到
達
ま
で
の
第
１
・
第
２
子
に

つ
い
て
、
支
給
額
が
月
５
千
円
か
ら
１

万
円
に
増
額
さ
れ
ま
す
。
 

○
　

変
更
　

公
設
民
営
保
育
園
委
託
費
 

（
2
億
2
、4
9
0
万
円
） 

　
　
新
た
に
上
町
保
育
園
の
運
営
を
公
設

民
営
と
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
保
育
園

の
整
備
計
画
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
 

　
 

　

４
　

障
害
者
福
祉
の
充
実
 

○
自
立
支
援
事
業（
5
億
4
、5
4
8
万
円
） 

　
　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
の
給
付
を
行
い

ま
す
。
 

○
地
域
生
活
支
援
事
業（
7
、4
5
4
万
円
） 

　
　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
運

営
費
に
つ
い
て
支
出
し
、
障
害
者
の
相

談
事
業
や
支
援
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

 　５
　

高
齢
者
福
祉
の
充
実
 

○
　

新
規
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入

準
備
　
　
　
　
　
（
3
、5
9
3
万
円
） 

　
　
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
創
設
に
つ
い
て
、
県
広
域
連
合
に
職

員
を
１
人
派
遣
し
、
平
成
20
年
度
か
ら

の
制
度
改
正
に
向
け
て
準
備
し
ま
す
。
 

○
生
活
支
援
事
業
　
（
5
、3
7
4
万
円
） 

　
　
高
齢
者
の
生
活
支
援
と
し
て
各
種
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
 

○
介
護
保
険
 

　
　
従
来
か
ら
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

平
成
18
年
度
か
ら
介
護
予
防
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
 

 　６
　

地
域
福
祉
の
推
進
 

○
生
活
保
護
等
扶
助
費
 

（
1
億
8
、5
7
4
万
円
） 

　
　
生
活
困
窮
の
人
た
ち
の
生
活
保
障
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
扶
助
を
行
い
ま
す
。
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取り組む「主な事業」 

　
 

　

１
　

学
校
教
育
の
充
実
 

○
教
育
改
革
推
進
事
業
 

（
2
、0
9
9
万
円
） 

　
　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
や
、
教

育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
特
別
な
支
援
を
要
す
る
子
供
た
ち

の
対
応
や
英
語
指
導
の
た
め
の
講
師
を

雇
用
し
ま
す
。
 

○
小
学
校
・
中
学
校
施
設
整
備
事
業
 

（
1
億
5
2
万
円
） 

　
　
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
や
学
校
設

備
の
改
修
を
行
い
、
教
育
環
境
を
整
備

し
ま
す
。
 

○
大
崎
小
学
校
体
育
館
改
築
事
業
 

（
3
億
4
、9
1
3
万
円
） 

　
　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
力
度
が
低
い

体
育
館
の
改
築
工
事
を
実
施
し
、
安
全

な
教
育
環
境
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
 

○
城
内
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事
 

（
1
億
4
、3
8
8
万
円
） 

　
　
城
内
小
学
校
の
校
舎
に
つ
い
て
耐
震

診
断
の
結
果
を
も
と
に
耐
震
補
強
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
引
き
続
き
各
学

校
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
 

○
塩
沢
中
学
校
校
舎
耐
震
診
断
 

（
2
、4
6
7
万
円
） 

　
　
塩
沢
中
学
校
の
校
舎
に
つ
い
て
耐
震

診
断
を
実
施
し
ま
す
。
 

 　２
　

生
涯
学
習
の
充
実
 

○
市
民
会
館
・
さ
わ
ら
び
大
規
模
改
修
事
業
 

（
3
、4
0
0
万
円
） 

　
　
文
化
施
設
の
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
、

年
次
計
画
を
策
定
し
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
 

○
文
化
施
設
運
営
委
託
事
業
 

（
7
、6
4
6
万
円
） 

　
　
市
内
文
化
施
設
の
管
理
運
営
を
委
託

し
、
南
魚
沼
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公

社
と
協
調
し
て
文
化
振
興
に
取
り
組
み

ま
す
。
 

 　３
　

地
域
・
家
庭
教
育
の
充
実
 

○
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
運
営
 

（
9
2
2
万
円
） 

　
　
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
指
導
員
を
中

心
に
、
地
域
に
お
け
る
青
少
年
健
全
育

成
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
 

 　４
　

地
域
文
化
の
振
興
 

○
坂
戸
城
跡
整
備
事
業
　（
3
9
8
万
円
） 

　
　
坂
戸
城
の
石

垣
復
元
を
実
施

す
る
た
め
の
測

量
調
査
等
を
行

い
ま
す
。
 

    ○
南
魚
沼
市
郷
土
史
編
さ
ん
事
業
 

（
6
5
2
万
円
） 

　
　
六
日
町
町
史
の
発
刊
事
業
を
行
い
ま

す
。
 

○
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
取
組
事
業
 

（
2
4
0
万
円
） 

　
　
浦
佐
毘
沙
門
堂
裸
押
合
い
祭
り
の
風

俗
保
存
事
業
を
行
い
ま
す
。
 

○
文
化
振
興
補
助
事
業
　（
8
0
8
万
円
） 

　
　
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館
や
、
各

種
文
化
芸
能
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る

た
め
の
事
業
費
を
補
助
し
ま
す
。
 

 　５
　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
 

○
国
体
推
進
費
　
　
　
　（
6
0
3
万
円
） 

　
　
大
会
運
営
の
視
察
、
準
備
に
取
り
組

み
、
平
成
21
年
度
の
国
体
開
催
を
見
据

え
た
準
備
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
費
 

（
1
、7
9
0
万
円
） 

　
　
南
魚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
運
営

を
補
助
し
、
市
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ

ー
ツ
推
進
に
努
め
ま
す
。
 

○
　

新
規
　

体
育
施
設
整
備
事
業
 

（
9
、6
0
0
万
円
） 

　
　
二
日
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏

に
管
理
棟
を
、
六
日

町
小
学
校
体
育
館
下

の
相
撲
場
に
簡
易
な

更
衣
室
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
旧
六
日

町
高
校
浦
佐
分
校
の
跡
地
と
体
育
館
を

新
潟
県
か
ら
購
入
し
活
用
し
ま
す
。
 

○
体
育
施
設
管
理
委
託
事
業
費
 

（
6
、2
0
0
万
円
） 

　
　
市
民
の
健
康
増
進
、
青
少
年
の
健
全

育
成
の
た
め
に
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
管
理
運
営
を
委
託
し
ま
す
。
 

 　６
　

野
外
、
環
境
教
育
の
推
進
 

○
学
校
教
育
・
社
会
教
育
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
野
外
活
動
や
環
境
教
育
を
推
進
し

ま
す
。
 

 　７
　

共
感
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
 

○
男
女
共
同
参
画
推
進
費
　（
6
5
万
円
） 

　
　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
も
と
に
、

共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
意
識
調

査
や
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
 

 

教
育
・
文
化
 

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
：
学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む
喜
び
の
あ
る
ま
ち
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１
　

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
 

○
平
成
18
年
度
で

策
定
し
た
環
境

基
本
計
画
を
も

と
に
、
具
体
的

な
取
り
組
み
に

つ
い
て
検
討
し

ま
す
。
 

  　２
　

循
環
型
社
会
の
創
造
 

○
　

新
規
　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
減
容
機
導
入

事
業
　
　
　
　
　
　
　（
5
0
0
万
円
） 

　
　
事
業
系
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
処
理
の

た
め
減
容
機
を
導
入
し
、
ご
み
の
減
量

と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

○
　

新
規
　

木
く
ず
破
砕
処
理
委
託
事
業
 

（
3
3
6
万
円
） 

　
　
ご
み
処
理
施
設
に
搬
入
さ
れ
る
木
材

の
チ
ッ
プ
化
を
進
め
ま
す
。
 

○
ご
み
減
量
化
推
進
事
業（
4
3
0
万
円
） 

　
　
資
源
ご
み
の
回
収
等
に
補
助
金
を
支

出
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。
 

 　３
　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
 

○
公
害
等
対
策
事
業
　
　（
8
9
9
万
円
） 

　
　
地
盤
沈
下
対
策
、
各
種
調
査
を
実
施

し
な
が
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し

ま
す
。
 

 　４
　

生
活
環
境
の
向
上
 

○
　

拡
大
　

可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
日
曜
日

（
午
前
中
）
受
け
入
れ
の
実
施
 

　
　
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
、
日
曜
日
午
前

中
の
み
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。
不
燃

ご
み
の
日
曜
日
受
け
入
れ
は
し
ま
せ
ん
。
 

　
　
詳
し
く
は
、
市
報
み
な
み
魚
沼
４
月

１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

○
　

新
規
　

し
尿
等
処
理
施
設
大
規
模
改
修

工
事
　
　
　
（
1
億
4
、3
5
0
万
円
） 

　
　
建
設
か
ら
17
年
経
過
し
た
施
設
に
つ

い
て
大
規
模
改
修
を
実
施
し
ま
す
。
施

設
の
延
命
化
を
図
り
、
安
定
的
な
処
理

を
目
指
し
ま
す
。
 

○
可
燃
ご
み
処
理
施
設
費
 

（
3
億
1
、5
5
7
万
円
） 

　
　
安
全
で
適
正
な
運
転
管
理
を
行
い
、

環
境
負
荷
を
低
減
し
た
ク
リ
ー
ン
な
施

設
運
営
に
努
め
ま
す
。
 

○
可
燃
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
費
 

（
3
億
1
、6
4
0
万
円
） 

　
　
年
間
を
通
じ
た
安
定
的
な
ご
み
処
理

が
で
き
る
よ
う
、
定
期
修
繕
工
事
等
を

実
施
し
ま
す
。
 

 

　
　
都
市
基
盤
の
整
備
に
は
、
都
市
計
画

税
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度

は
都
市
計
画
事
業
に
１
、７
４
０
万
円
、

都
市
計
画
事
業
の
償
還
金
に
９
、５
４

０
万
円
、下
水
道
事
業
へ
の
繰
出
金
に

３
、１
２
０
万
円
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

 　１
　

計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進
 

○
国
土
調
査
事
業
　
（
2
、0
4
1
万
円
） 

　
　
今
年
度
か
ら
本
格
的
な
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。
五
日
町
地
区
の
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
 

○
大
原
運
動
公
園
整
備
事
業
 

（
7
、0
0
0
万
円
） 

　
　
既
存
６
面
に
つ
い
て
、
老
朽
化
し
た

人
工
芝
等
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
 

○
ま
ち
な
み
空
間
創
出
整
備
支
援
事
業
 

（
3
、0
0
9
万
円
） 

　
　
塩
沢
地
域
の
県
営
街
路
工
事
に
あ
わ

せ
、
町
並
み
景
観
を
形
成
す
る
事
業
に

つ
い
て
補
助
し
、
ゆ
と
り
あ
る
歩
行
空

間
を
つ
く
り
ま
す
。
 

　
　
平
成
20

年
度
完
了

予
定
で
す
。
 

   　２
　

交
通
体
系
の
整
備
 

○
　

新
規
　

大
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
進
入

道
路
建
設
事
業（
2
億
4
、3
3
8
万
円
） 

　
　
恒
久
設
置
が
決

定
し
た
大
和
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
取
付
道

路
を
、
平
成
19
、

20
年
度
で
整
備
し

ま
す
。
 

○
　

新
規
　

浦
佐
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
事
業
 

（
1
、5
8
0
万
円
） 

　
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
実
施
主
体
と
な
り
、

平
成
19
年
度
か
ら
３
か
年
で
３
基
の
エ

レ
ベ
ー
タ
を
設
置
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
図
り
ま
す
。
 

環
境
共
生
 

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
：
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
生
き
、1
0
0
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
ま
ち
 

第3

都
市
基
盤
 

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
：
安
全
・
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
ま
ち
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 　３
　

ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
 

○
道
路
環
境
整
備
事
業
 

（
1
億
9
、3
9
0
万
円
） 

　
　
市
内
３
路
線
に
つ
い
て
歩
道
整
備
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。
 

○
ス
ノ
ー
ト
ピ
ア
合
併
事
業
・
流
雪
溝
整

備
事
業
　
　
（
1
億
2
、7
7
5
万
円
） 

　
　
消
雪
用
井
戸
の
規
制
区
域
を
中
心
と

し
た
流
雪
溝
の
整
備
と
、
流
雪
溝
ま
で

の
送
水
設
備
を
整
備
す
る
ス
ノ
ー
ト
ピ

ア
事
業
を
行

い
ま
す
。
 

     ○
除
雪
機
械
整
備
事
業
 

（
1
億
8
2
1
万
円
） 

　
　
市
道
の
効
率
的
な
除
雪
の
た
め
、
２

台
の
除
雪
機
械
を
更
新
し
ま
す
。
 

 　４
　

住
環
境
の
整
備
 

○
克
雪
住
宅
推
進
事
業（
2
、4
9
5
万
円
） 

　
　
雪
処
理
の
た
め
の
設
備
設
置
に
つ
い

て
補
助
金
を
交
付
し
、
住
環
境
の
改
善

を
図
り
ま
す
。
 

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
 

（
1
、3
0
2
万
円
）
 

　
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
確

認
を
得
て
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
対

し
て
、
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
耐
震

診
断
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
 

 　５
　

上
下
水
道
の
整
備
 

○
上
水
道
事
業
 

　
　
船
ヶ
沢
低
区
配
水
池
増
設
事
業
を
行

い
ま
す
。
ま
た
畔
地
浄
水
場
の
中
央
監

視
制
御
設
備
を
更
新
す
る
た
め
、
実
施

設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、
従

来
か
ら
の
改
良
事
業
を
進
め
ま
す
。
 

○
流
域
関
連
公
共
下
水
道
 

　
　
美
佐
島
、
小
栗
山
地
区
の
下
水
道
整

備
と
、
六
日
町
東
裏
の
都
市
下
水
路
、

石
打
地
区
の
雨
水
幹
線
を
整
備
し
ま
す
。
 

○
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
 

　
　
今
町
、
桐
沢
、
猫
道
、
片
田
、
泉
盛

寺
、
天
野
沢
、
長
崎
地
区
の
整
備
を
行

い
ま
す
。
 

○
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
 

　
　
大
月
、
山
口
、
岡
を
中
心
に
50
基
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
 

○
大
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
水
処
理
施
設

増
設
事
業
 

　
　
濃
縮
汚
泥
施
設
増
設
工
事
と
処
理
施

設
の
設
計
を
行
い
ま
す
。
 

 　６
　

防
災
施
設
の
整
備
 

○
河
川
管
理
費
　
　
（
2
、7
3
6
万
円
） 

　
　
一
級
河
川
の
草
刈
り
や
河
川
の
修
繕

を
行
う
こ
と
で
、
水
害
の
発
生
を
防
止

し
ま
す
。
 

 　１
　

農
業
の
振
興
 

○
　

新
規
　

農
地
・
水
・
環
境
向
上
対
策
事
業
 

（
4
、9
2
0
万
円
） 

　
　
新
た
に
農
地
等
保
全
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。
共
同
活
動
支
援
と
し
て
1
、

０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
先
進
的
営
農
支

援
と
し
て
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
営
農
基
礎

活
動
支
援
を
5
か
所
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し

ま
す
。
 

○
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
推
進
事
業
 

（
4
、5
0
3
万
円
） 

　
　
各
地
域
協
議
会
主
体
で
取
り
組
ん
で

い
る
生
産
調
整
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
と
協

調
し
な
が
ら
助
成
を
行
い
ま
す
。
 

○
中
山
間
地
等
直
接
支
払
事
業
 

（
7
、8
9
5
万
円
） 

　
　
中
山
間
地
の
農
地
保
全
に
つ
い
て
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
 

○
経
営
構
造
対
策
施
設
整
備
事
業
 

（
1
億
1
、1
4
6
万
円
） 

　
　
Ｊ
Ａ
魚
沼
み
な
み
が
実
施
す
る
花
卉

球
根
冷
蔵
庫
、
花
卉
栽
培
ハ
ウ
ス
の
整

備
事
業
に
つ
い
て
国
と
助
成
を
行
い
ま

す
。
 

○
土
地
改
良
事
業（
3
億
2
、1
9
1
万
円
） 

　
　
ほ
場
整
備
な
ど
生
産
基
盤
整
備
事
業

を
継
続
し
ま
す
。
 

○
家
畜
指
導
診
療
所
費（
1
、5
3
7
万
円
） 

　
　
家
畜
の
伝
染
病
予
防
事
業
等
を
実
施

し
ま
す
。
 

 　２
　

林
業
の
振
興
 

○
林
道
開
設
事
業
　
（
3
、7
9
9
万
円
） 

　
　
大
崎
水
尾
線
の
開
設
事
業
を
継
続
し

ま
す
。
 

○
分
収
造
林
事
業
　
（
3
、1
9
6
万
円
） 

　
　
新
植
を
1.1
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
の
他
下

刈
り
、
枝
打
ち
な
ど
造
林
保
育
に
努
め

ま
す
。
 

○
特
用
林
産
物
活
用
整
備
事
業
 

（
2
億
6
、5
3
3
万
円
） 

　
　
Ｊ
Ａ
魚
沼
み
な
み
が
実
施
す
る
、
し

い
た
け
発
生
用
ハ
ウ
ス
建
設
等
に
国
と

と
も
に
助
成
し
ま
す
。
 

 

産
業
振
興
 

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
：
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、自
然
に
や
さ
し
く
力
強
い
産
業
の
ま
ち
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３
　

観
光
の
振
興
 

○
観
光
振
興
事
業
費
（
6
、8
6
8
万
円
） 

　
　
南
魚
沼
市
観
光
協
会
に
運
営
費
補
助

金
や
観
光
事
業
等
の
委
託
料
を
支
出
す

る
な
ど
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。
 

○
地
域
振
興
補
助
事
業
　（
8
9
6
万
円
） 

　
　
市
民
ま
つ
り
、
産
業
ま
つ
り
な
ど
の

地
域
振
興
事
業
に
負
担
金
を
支
出
し
ま

す
。
 

 　４
　

商
工
業
の
振
興
 

○
商
工
業
振
興
補
助
事
業
 

（
1
、1
3
0
万
円
） 

　
　
商
工
会
の
運
営
費
の
補
助
や
地
域
活

性
化
事
業
の
補
助
を
行
い
、
商
工
振
興

を
図
り
ま
す
。
 

○
中
小
企
業
金
融
制
度
事
業
 

（
5
億
1
、1
3
1
万
円
） 

　
　
各
種
資
金
融
資
制
度
を
実
施
し
中
小

企
業
の
経
営
支
援
を
行
い
ま
す
。
 

 　５
　

雇
用
の
促
進
 

○
雇
用
対
策
事
業
　
（
1
、0
2
8
万
円
） 

　
　
南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運
営
協
会
負

担
金
に
負
担
金
を
支
出
し
ま
す
。
ま
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
家
賃
補
助
等

を
実
施
し
ま
す
。
 

   

  　
 

　

１
　

行
財
政
運
営
の
効
率
化
 

○
　

新
規
　

副
市
長
、
会
計
管
理
者
の
設
置
 

　
　
従
来
の
助
役
、
収
入
役
を
廃
止
し
、

副
市
長
、
会
計
管
理
者
を
設
置
し
ま
す
。
 

○
　

新
規
　

部
制
の
導
入
 

　
　
平
成
18
年
ま
で
の
本
庁
舎
と
分
庁
舎

の
関
係
を
整
理
し
、
27
課
13
室
を
６
部

28
課
に
再
編
し
ま
す
。
副
市
長
、
会
計

管
理
者
の
設
置
と
と
も
に
決
裁
権
限
の

変
更
を
行
い
、
ス
リ
ム
化
し
て
、
機
動

力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
 

○
庁
舎
整
備
事
業
　
　
　（
1
8
5
万
円
） 

　
　
本
庁
舎
に
機
能
を
集
約
さ
せ
る
方
式

を
見
据
え
、
現
在
の
庁
舎
の
有
効
利
用

や
改
修
内
容
な
ど
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
 

　
 

　

２
　

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
 

○
　

新
規
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業
 

（
6
0
0
万
円
） 

　
　
旧
町
単
位
で
１
地
区
ず
つ
計
３
地
区

の
モ
デ
ル
地
区
を
公
募
し
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
を
実
施
し
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
体
制
整
備
を
行
い
ま

す
。
 

○
集
落
振
興
事
業
　
（
2
、7
1
0
万
円
） 

　
　（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
な
ど
を
活
用
し
、
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
施
設
整
備
な
ど
を
助
成

し
ま
す
。
 

　
 

　

３
　

災
害
に
強
い
安
全
と
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
 

○
消
防
車
両
整
備
事
業
 

（
3
、3
0
4
万
円
） 

　
　
指
令
車
、
高
規
格
救
急
車
を
更
新
し
、

救
急
時
や
災
害
時
の
機
動
力
強
化
を
図

り
ま
す
。
 

 　４
　

高
度
情
報
化
の
推
進
 

○
　

新
規
　

教
育
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

事
業
　
　
　
　
　
（
1
、3
9
1
万
円
） 

　
　
小
・
中
学
校
と
本
庁
舎
等
を
光
ケ
ー

ブ
ル
で
接
続
し
、
情
報
の
共
有
化
や
事

務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。
 

○
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
整
備
事
業
　（
１
億
円
） 

　
　
道
路
、
公
園
、
上
下
水
道
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
地
図
情
報
等
を
電
子

化
し
、
事
務
の
効
率
化
と
行
政
コ
ス
ト

の
削
減
を
図
り
ま
す
。
 

 　５
　

交
流
の
推
進
 

○
交
流
事
業
費
　
　
　
　（
2
7
8
万
円
） 

　
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
セ
ル
デ
ン
町

と
の
姉
妹
都
市
盟
約
25
周
年
を
記
念
し

て
、
来
日
す
る
セ
ル
デ
ン
町
代
表
団
の

歓
迎
行
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た（
財
）自

治
体
国
際
化
協
会
の
助
成
を
活
用
し
各

種
交
流
事
業
の
補
助
を
行
い
ま
す
。
 

 

行
財
政
改
革
・
市
民
参
画
 

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
：
市
民
と
築
く
あ
か
る
い
自
治
の
ま
ち
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